
  

 

 

 

 

 

 

梅雨の季節となり、雨の日が多くなってまいりました。日頃より、当センターの健康管理にご理解とご協力

をいただきありがとうございます。気温や湿度の変化により体調を崩しやすい時期でもありますので、引き

続き体調管理に努めてまいります。今後ともご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

館林市障がい者総合支援センター 
（石山・青木） 

〒374-0055 館林市成島町 1565  
TEL 0276-61-3900 

ほけんだより 
R8.6  

暑い日が続くと、「熱中症」にな

る危険が高まります。熱中症

は、体の中の水分や塩分が足り

なくなったり、体温が上がりす

ぎたりすることで起こります。 

★こんな日は注意★ 

・気温が高い日 

・湿度が高く、蒸し暑い日 

・風が弱い日 

歯と口の健康週間 

歯と口の健康週間をご存知でしょうか？毎年６月４日～６月１０日は厚生労働省や日本歯科医師会な

どが実施する、歯科疾患の予防と健康増進を目的とした啓発週間になります。歯やお口が元気だと、

ごはんを美味しく食べられたり、楽しくおしゃべり出来たりします。毎日の小さなケアがとても大切に

なります。 



〇「発熱、頭痛、倦怠感、咳、鼻水、のどの痛み、下痢、関節痛」等の症状がある場合は、早めに

医療機関を受診してください。また、受診結果をお知らせください。 

〇風邪症状の出現時はできるだけお家でゆっくりしましょう。利用中に発熱がない場合でも、咳・

鼻水の症状が目立つようであれば連絡を入れさせていただきます。 

〇ご家族がインフルエンザやコロナウイルス等の感染症に罹患された場合はセンター職員にその

旨をお知らせください。利用者様に感染していない場合でも、お休みのご協力をお願いします。 

麻疹(はしか)が流行しています 

2026年３月時点で全国の累計感染者数は 100人を超え、

前年度同時期の約 4.5倍に達しています。学校での集団

感染も発生しています。最も有効な予防法はワクチン接

種になります。この機会に、予防接種を受けているかも

う一度確認をしましょう。母子手帳にはＭＲワクチンと

記載してあります。 

 

 

はしかってどんな病気？ 

◎感染した人のくしゃみや咳に含まれ

ているウイルスを吸い込むことで感染

します。感染力がとても高いのが特徴で

す。 

◎症状…高熱・全身の発疹・咳・鼻水な

どがあります。肺炎や中耳炎などの合併

症を起こしやすいです。 

◎治療…残念ながら治療法はなく解熱

剤や点滴などの対症療法となります。 

夏風邪は特に子どもがかかりやすい感染症

ですが、大人も感染する可能性があります。

夏風邪のウイルスは高温多湿の環境を好み

ます。 

夏風邪になる原因には、ウイルス感染・免疫

力の低下・冷房による温度差、冷たい飲食物

の摂りすぎなどがあります。 

予防策は、手洗いやうがいの徹底、適切な水

分補給、バランスの良い食事、十分な休養が

重要です。 

水筒の消毒はしていますか？ 

水筒の中は私たちが想像している以上にデリケ

ートな環境です。直飲みタイプの水筒を使ってい

る場合、どうしても避けられないのが口腔内細

菌の逆流です。特に日本の梅雨から夏場にかけ

ての高温多湿な環境は、細菌の活動をさらに活

発にします。 

消毒方法 

①水筒の中に、30～50℃位のぬるま湯を

入れる 

②酸素系漂白剤を溶かしいれる。 

③パッキンやフタも一緒に、ボウルなどで

つけ置き液に浸す。 

④30分から数時間そのまま放置する。 

⑤最後によく水ですすぎ、乾燥させる。 

 


